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紹
　
介

佐
藤
明
浩
著
『
院
政
期
和
歌
文
学
の
基
層
と
周
縁
』黄　

　
　

夢　

鴿

本
書
は
院
政
期
に
作
ら
れ
た
和
歌
作
品
や
歌
論
な
ど
を
中
心
に
、
和
歌
の

実
態
及
び
往
時
の
人
々
の
和
歌
に
対
す
る
認
識
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
以

下
、
本
書
の
構
成
を
掲
げ
る
。

序
章

Ⅰ
部　

和
歌
作
品
と
歌
学
・
歌
論
と

第
一
章
「
は
す
」
を
詠
む
和
歌
／
第
二
章　

源
俊
頼
の
歌
学
知
識
と
和
歌

実
作
／
第
三
章　

行
尊
の
和
歌
表
現
―
地
名
詠
と
擬
人
法
と
―
／
第
四
章　

『
為
忠
家
両
度
百
首
』
に
関
す
る
考
察
／
第
五
章
『
久
安
百
首
』
と
歌
学
―

詠
歌
の
場
と
し
て
の
定
数
歌
―
／
第
六
章
『
久
安
百
首
』
部
類
本
考
／
第

七
章
『
久
安
百
首
』
部
類
本
と
『
千
載
和
歌
集
』
の
配
列
構
成
／
第
八
章 

『
御
裳
濯
河
歌
合
』
の
構
成
と
俊
成
入
道
の
判
／
第
九
章　

藤
原
俊
成
の

和
歌
史
観
と
批
評
態
度
／
第
十
章 

「
か
は
や
し
ろ
」
の
論
争
を
め
ぐ
っ
て

／
第
十
一
章　

定
家
『
八
代
抄
』
夏
部
の
配
列
構
成
を
め
ぐ
っ
て

Ⅱ
部　

和
歌
の
こ
と
ば

第
十
二
章　

稲
の
名
を
詠
む
歌
／
第
十
三
章　

稲
の
名
を
詠
む
源
俊
頼
の

和
歌
／
第
十
四
章　

藤
原
清
輔
の
「
な
が
ひ
こ
」
詠
を
め
ぐ
っ
て
／
第
十

五
章
『
和
歌
初
学
抄
』
物
名
「
稲
」
の
窓
か
ら
／
第
十
六
章　

歌
語
「
あ

り
そ
」「
あ
ら
い
そ
」
考
／
第
十
七
章　

官
職
名
を
詠
む
和
歌
／
第
十
八

章
「
か
げ
な
び
く
」
考
―
大
臣
在
任
を
表
す
歌
こ
と
ば
―

Ⅲ
部 「
古
歌
」「
本
歌
」
を
め
ぐ
っ
て

第
十
九
章
「
近
頃
の
歌
」
と
の
類
似
を
め
ぐ
っ
て
―
歌
合
判
詞
に
み
る
認

識
―
／
第
二
十
章　

歌
合
判
詞
に
お
け
る
「
古
歌
な
り
」
を
め
ぐ
っ
て
／

第
二
十
一
章　

歌
合
に
古
歌
を
詠
む
こ
と
／
第
二
十
二
章
「
古
歌
」
の
再

生
と
い
う
こ
と
／
第
二
十
三
章　

藤
原
家
隆
の
先
行
歌
摂
取
／
第
二
十
四

章 

「
さ
の
の
わ
た
り
」
の
遠
景
―
本
歌
取
り
へ
の
一
視
角
―
／
第
二
十
五

章 『
新
古
今
和
歌
集
』
の
「
里
は
あ
れ
て
」
歌
「
玉
の
緒
よ
」
歌
考

終
章
・
初
出
一
覧
・
索
引
・
あ
と
が
き

本
書
は
三
つ
の
部
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
Ⅰ
部
で
は
、
源
俊
頼
の
和
歌
や

『
為
忠
家
両
度
百
首
』、『
久
安
百
首
』、
藤
原
定
家
編
『
八
代
抄
』
な
ど
の
作

品
、
源
俊
頼
や
藤
原
俊
成
な
ど
の
歌
論
・
歌
学
の
言
説
を
取
り
上
げ
、
和
歌

の
実
態
と
歌
論
と
の
関
連
、
及
び
百
首
歌
と
歌
集
の
編
纂
の
具
体
相
と
特
徴

を
明
確
に
し
て
い
る
。
Ⅱ
部
で
は
、
和
歌
の
実
例
や
歌
学
書
の
記
載
な
ど
を

用
い
、
稲
の
品
種
名
や
官
職
名
な
ど
の
珍
し
い
表
現
の
実
態
、
ま
た
そ
れ
ら

が
ど
の
よ
う
に
和
歌
表
現
を
構
成
す
る
要
素
に
な
っ
た
の
か
を
考
察
し
て
い

る
。
Ⅲ
部
で
は
、
ま
ず
「
古
歌
」
の
あ
り
よ
う
を
分
析
し
、
往
時
の
人
々
の

「
古
歌
」
の
捉
え
方
を
探
り
出
し
て
い
る
。
更
に
「
本
歌
」
の
用
い
方
に
つ
い

て
検
討
し
、
和
歌
に
対
す
る
認
識
と
解
釈
を
、
当
時
の
人
々
の
和
歌
鑑
賞
の

方
法
に
沿
っ
て
考
究
し
て
い
る
。
和
歌
の
「
基
層
」
と
「
周
縁
」
と
の
両
面

か
ら
論
じ
る
本
書
は
、
和
歌
の
解
釈
や
和
歌
作
品
と
そ
の
周
辺
の
諸
資
料
と

の
関
係
を
考
え
る
際
に
多
く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
一
冊
で
あ
る
。

（
和
泉
書
院
、
二
〇
二
〇
年
二
月
、
五
九
八
頁
、
一
六
、〇
〇
〇
円
＋
税
）

（
こ
う
・
む
こ
う　

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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